
(2) 平成24年 α012年 )3月 2日〈金曜日 E童書圃E翠 16版簿諺毛

を
見
込
ん
だ
。
事
業
費
は
「
着

一
手
す
る
か
ど
う
か
不
明
」
と

一
し
て
算
定
し
な
か
っ
た
。

検

討

委

復

旧

・

復

興

計

画

を

策

定

一

委

員

長

の

奥

村

誠

東

北

大

一
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
一
な
っ
た
。
震
災
と
同
規
模
の
一
え
、
漂
流
物
対
策
も
提
案
。
一

1
教
授
は
「
ハ
ー
ド
面
で
の

た
仙
台
空
港
の
整
備
の
在
り
語
波
を
想
定
し
、
既
設
の
海
一
空
港
敷
地
東
側
に
長
さ

3
一
空
港
の
津
波
対
策
を
具
体

方
を
検
討
し
て
き
た
有
識
者
一
岸
堤
防

(
7
・
2
M
)
に
名
十
キ
ロ
、
高
さ
1
i
5
Mの
フ
ェ
一
的
に
検
討
で
き
る
基
礎
が

ら
に
よ
る
委
畠
釜
は
1
目
、
一
取
、
岩
沼
両
市
が
内
陸
側
で
一
ン
ス
を
造
る
。
津
波
襲
来
時
一
で
き
た
意
味
は
大
き
い
」
と

津
波
の
浸
水
対
策
と
し
て
滑
一
設
置
を
検
討
す
る
堤
防
の
効
一
に
空
港
内
の
航
空
機
を
退
避
一
話
し
た
。

走
路
を
最
大
的
内
ン
か
さ
上
げ
一
果
を
加
味
し
て
シ
ミ
ュ
レ
l
一
さ
せ
る
駐
機
場
(
エ
プ
ロ
ン
)
一
国
土
交
通
省
は
3
月
末
を

す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
一
シ
ョ
ン
し
た
結
果
、
必
今
で
一
の
整
備
も
盛
り
込
ん
だ
。
一
め
ど
に
、
仙
台
空
港
を
含
め

だ
同
空
港
復
旧
・
復
興
計
画
一
も
6
時
間
後
に
は
離
着
陸
が
一
委
員
会
事
務
局
の
東
北
地
一
た
全
国
6
空
港
の
避
難
計
画

を
窪
疋
し
た
。
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
。
一
妻
橋
雲
、
滑
走
路
の
か
一
を
ま
と
め
る
方
針
。
避
難
な

滑
走
路
の
か
さ
上
げ
は
二
津
波
で
滑
走
路
内
に
自
動
一
さ
上
げ
と
漂
汽
ゐ
苅
策
フ
ェ
一
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
を
踏
ま

昨
年
9
月
の
素
案
で
示
さ
れ
一
車
な
ど
が
流
入
し
、
除
去
に
一
ン
ス
設
置
に
3
年
、
退
避
エ
一
え
、
委
員
会
が
ま
と
め
た
ハ

た
最
大
1
・
ー
が
よ
り
低
く
一
時
間
を
要
し
た
教
訓
を
踏
ま
一
プ
ロ
ン
に
1
年
の
工
事
期
間
一

l
ド
対
策
を
検
討
す
る
。

仙台空港

滑
走
路
か
さ
上
げ
日
制
的
ン
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